
栃木からの森里川湖 
プラごみゼロ宣言の取組 

 個人・企業・団体・行政などのあらゆる主体が、それぞれの立場でできる取組を行
い、 プラスチックと上手に付き合っていきましょう。 

 
 
○ ３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）のほか、プラス３Ｒを意識した    
   行動をお願いします。 
    Ｒｅｔｈｉｎｋ（リシンク）：本当に必要なものかどうかよく考える。【考える】 
        ※ そのレジ袋、スプーンやフォークは本当に必要ですか？ 
 
    Ｒｅｆｕｓｅ（リフューズ）：不必要なものはきちんと断る。【判断する】 
        ※ いらないモノを増やさない。 
 
    Ｒｅｆｉｎｅ（リファイン）：捨てるときには分別する。【分別する】 
        ※ リサイクルのことを考えて手間をかける。 
 
○ とちぎの環境美化県民運動への参加 
 
○ ポイ捨てはダメ！ゼッタイ！ 

 
 
○ お客様への、配布品（レジ袋やスプーン等）が必要かの声かけ 
 
○ マイバッグの推奨 

 
 
○ 再生材や紙、バイオプラスチック等の再生可能資源への代替促進 
 
○ 生分解性プラスチック農業用マルチの利用促進 

 
 
○ 公共調達における再生プラスチック使用品優先購入（グリーン調達） 
 
○ 庁舎内における分別回収の徹底 
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